
２月の学校だよりでも頭出しでお知らせしておりましたが、４月から教育課程や時程の変更を予

定していますので、もう少し詳しく意義や実施方法についてお伝えします。この取り組みは、文部

科学省が昨秋に「教育課程柔軟化サキドリ研究事業」＊下記概要参照 と称して全国の小中学校を

対象に研究校を募り、審査を得て初めて実施できる取り組みです。申請の結果、来年度本校が国か

ら指定を受けました。（県下で５校程度）「サキドリ事業」という名称の通り、現在、中央教育審議

会で２０３０年改訂の新学習指導要領に向けて、論点整理がされていますが、その中で学校の実態

や子どもの実情に合わせて柔軟な教育課程を編成することで、子ども達が、より生きて働く力を養

うことにつながると結論付けています。２０３０年には全国のどの学校でも展開されますが、少し

でも未来を見据えた力が身につくように、基礎基本の学習は保証しつつ、これまでに岩小が特に注

力してきた「こどもが選択できる主体的な学び」「探究的な学び」「子ども同士のつながりを大切に

した対話の時間」を今以上に充実させることもできるようになります。 

図左下にもあるように、柔軟な教育課程編成に伴い、柔軟な授業時数の運用ができるようになり

ます。現在の各教科の授業時数を１０％ほど削減し、（単純に減らすわけではありません。後ほど

説明します。）調整時間を捻出し、その時間を特に注力したい教科に上乗せすることや伸ばしたい

児童の資質能力の向上に費やす教育活動に割り振ることができます。 



先程も述べた通り、下記の表にあるように削減可能教科（週1回の教科は除外）から一律に調整

授業時数を捻出するのではなく、各教科の教育課程を見直し、教科の中では、子どもの実態に合わ

せて単元時間数を増減したり、違う教科でも関連があるなら学習を合科したりすることで、学習指

導要領に定められている学ぶべきことはしっかりおさえながら調整時間を生み出します。来年度の

新設教科は考えておりませんが、調整授業時数を生活科や総合的な学習の時間に上乗せすることや

探究・対話の時間も時間数を確保しながら時程にしっかり明記して取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、国指定の「サキドリ事業」について概要と意義について簡単に説明してきました。これら

を実効性のあるものにしていくには、教育課程の再編だけでなく、時程の変更も必要になってきま

す。2月号の学校だよりで少しお伝えしていましたが、本校の学校改革推進委員会を中心に議論し

た結果以下のような週時程で４月から実施予定です。裏面「週時程」の表内のそれぞれの学年の下

校時間は大きくは変わりませんが、校時の分割については変更がある場合もあります。あくまで案

ですので、その点はご理解ください。 



２０２６岩園小学校週時程（案） 

 月 火 水 木 金 

8：１０〜８：２０ 登校 

8：２５〜８：３５ 朝の会 

1 

8：３５〜９：１５ 
1 2 3 4 5 

2 

9：2０〜１０：００ 
6 7 8 9 10 

 

10：0０〜１０：２０ 
中休み（２０分） 

3 

10：２０〜１１：００ 
11 12 13 14 15 

4 

11：05〜１１：４５ 
16 17 18 19 20 

5 

11：50〜１２：３０ 
21 22 23 24 25 

 

12：３０〜１３：１５ 
給食 

 

13：２０〜１３：３０ 
そうじ・ペアタイム 

 

13：3０〜１３：５０ 
昼休み（2０分） 

6 

13：５０〜１４：３０ 

委員会 

クラブ 
26総合/生活 ２７総合  2８ 

裁量の時間 

（140 分） 

研修 

4 部等会議 

（50分） 

対話タイム

（仮） 

14：３０〜１４：５０ 

（２０分） 

探究タイム

（仮） 

14：３０〜１４：５０ 

（２０分） 

  

下校（１年） １３：４５ １３：４５ １３：４５ １３：４５ １３：４５ 

下校（２年） １３：４５ １５：０５ １３：４５ １３：４５ １３：４５ 

下校（３年） １３：４５ １５：０５ １5：０５ １３：４５ １３：４５ 

下校（４～６年） 14：４５ １５：０５ １5：０５ １３：４５ １４：４５ 

委員会等が無い日 １３：４５     

 

※給食なしの日は４校時まで行い、１２：００下校とする。 

※始業式、終業式の日は３校時まで行い、１１：１５下校とする。 



 

 

★本年度からの変更点 

 

① 授業時間 

４５分授業 → ４０分授業 

より集中力の持続が期待できる 

教科横断的な学習や２コマでじっくり学ぶ学習など単元にあった授業が展開しやすい 

 

② 授業割 

午前４コマ 午後２コマ → 午前５コマ 午後１コマ＋２０分（週２回） 

午前中に教科学習中心 午後から総合的な学習の時間を中心に子ども主体の学習 

 

③ 給食開始 

１２：１５ → １２：３０ 

 

④ 始業時間 

８：３０ → ８：２５ 

  

⑤ 終業時間 

学年によって違いますので、左表「週時程（案）」でご確認ください。 

 

 

国からの通知の関係で、保護者の皆様には周知が直前になり、大変申し訳ありません。

ここ２，３年だけでも、時代の移り変わるスピードはめまぐるしく、高度情報化や生成AI

の更なる台頭が容易に推測でき、これからの社会をたくましく生き抜いていくために必要

な学力や能力も変化していきます。少しでも早く、時代に即した学びができるように、来

年度から国の指定を受けて「サキドリ事業」を展開していきます。帰宅時間が早くなるこ

とで、放課後の過ごし方も再度ご家庭で検討していただくことになりますが、子どもたち

が自分らしく、また、楽しく学校生活が送れ、自信をもって社会で活躍できるように学校

も子どもたちの主体的な学びを全力でサポートしますので、保護者や地域の皆様もご理解

ご協力お願いします。 


